
第１回学校評価アンケート　児童アンケート集計結果 1〜3年 4〜6年 全学年

算数の授業は、好きですか。【研1】 好き 99 118 217

まあまあ好き 77 112 189

あまり好きではない 29 34 63

好きではない 26 10 36

算数の学習は、得意ですか。【研2】 得意 103 77 180

まあまあ得意 82 131 213

あまり得意ではない 30 50 80

苦手 19 16 35

算数では、自分の考えを、相手にわかりやすく伝えようとしていますか。【研3】 している 103 140 243

まあまあしている 87 98 185

あまりしていない 27 32 59

していない 15 3 18

算数では、友達の話を聞こうとしていますか。【研4】 聞こうとしている 174 237 411

ときどき聞こうとしている 40 33 73

あまり聞こうとしていない 7 2 9

聞こうとしていない 7 1 8

★ふり返りを書くとき、次の学習でやってみたいことや、もっと調べたいことなどを考えていますか。【研5】考えている 112 122 234

ときどき考えている 64 109 173
研究・集計と分析【第１回児童アンケート】 �第１回の児童アンケートから、学年
による学びの特徴の違いが見えてきました。低学年では「算数が好き」「得意」
と感じる児童が多く、学習意欲の高さがうかがえます。一方で、「自分の考えを
伝えること」や「振り返りで次の学習につなげること」にはまだ課題が見られま
した。高学年になると「算数は得意」と答える割合は減少しますが、「友達の話
をしっかり聞く」「対話を通して理解が深まる」といった回答が増え、学びの深ま
りが実感されていることが分かります。特に、友達の意見に反応する「マエハラ
レスポンス」などの言葉がよく使われ、対話の力が育ってきています。その一
方で、高学年では振り返りが形だけになりやすく、次の学習につなげる意識が
弱まる傾向が見られました。今回の結果を受け、今後は低学年では対話の力
を伸ばし、高学年では振り返りをより充実させていけるように取り組んでまいり
ます。

あまり考えていない 22 36 58

考えていない 17 6 23

★算数の授業では、友達の話に対して、マエハラレスポンスの言葉を使うことがありますか。【研6】 よくある 88 129 217

ときどきある 91 116 207

あまりない 37 21 58

ない 14 7 21

友達の考えを聞いたり、友だちや先生と話し合ったりすることで理解が深まりましたか。【研7】 深まった 128 174 302

まあまあ深まった 74 84 158

あまり深まっていない 19 14 33

深まっていない 8 0 8

1〜3年 4〜6年 全学年

★次の授業の準備をしてから休み時間をすごしていますか。【生1】 できている 139 112 251

ときどきできている 65 115 180

あまりできていない 18 36 54

できていない 8 8 16

先生や友達が話している時は、集中して聞くことができましたか。【生2】 いつも できている 152 164 316

だいたい できている 66 99 165

あまり できていない 8 9 17

できていない 9 3 12

提出物をきちんと出したり、忘れ物に気を付けたりすることができていますか。【生3】 いつも できている 126 104 230

だいたい できている 84 123 207

あまり できていない 19 42 61

できていない 6 6 12

挨拶を自分から進んでできていますか。【生4】 いつも できている 125 179 304

だいたい できている 80 75 155

あまり できていない 22 15 37

できていない 8 6 14

交通ルールやマナーを守って登下校をすることができていますか。【生5】 いつも できている 181 205 386

だいたい できている 43 64 107

あまり できていない 7 6 13

できていない 4 0 4

★道具箱の中を整理整とんしたり、掃除に一生けん命取り組むことができていますか。【生6】 いつも できている 157 134 291

だいたい できている 60 106 166

あまり できていない 12 28 40

できていない 6 7 13

★ていねいで、やさしい言葉づかいをすることができていますか。【生7】 いつも できている 136 101 237

だいたい できている 82 146 228

あまり できていない 12 27 39

できていない 5 0 5

★相手の気持ちを考えて生活していますか。【生8】 いつも できている 127 144 271

だいたい できている 85 116 201

あまり できていない 12 12 24

できていない 11 3 14

★自分や友達、自然の生き物を大切にしていますか。【生9】 いつも できている 175 195 370
生活・集計と分析【第１回児童アンケート】
すべての項目で、肯定的回答が８割になっていて、学校での生活習慣が身につい
ている児童が多く見られます。高学年につれ、顕著に割合が低くなっている項目
が【生１】【生３】【生６】【生７】【生１０】です。授業準備や、整理整頓、丁寧な言葉づ
かいについての項目です。学校生活や、友達に慣れ、意識が薄れ、億劫になって
いることが考えられます。また、教科により教室移動もあるので、授業準備につい
ての割合が低いと考えられます。その都度声をかけ、高学年でもきちんとした生
活習慣で行動できるよう指導していきます。低学年ほど顕著に割合が低い項目は
【生４】【生９】です。自分の身の回りのことに意識が向けられるよう、声掛けをして
いきます。

だいたい できている 46 77 123

あまり できていない 9 2 11

できていない 5 0 5

靴箱では、くつのかかとをそろえていますか。【生10】 いつも そろえている 173 178 351

だいたい そろえている 49 78 127

あまり そろえていない 6 14 20

そろえていない 4 4 8



1〜3年 4〜6年 全学年

★体育の時間や休み時間には、楽しみながら運動することができていますか。【体1】 いつも できている 165 175 340
体育・集計と分析【第１回児童アンケート】 �

・「楽しみながら運動することができる」が９割強、「自分の体力が高まるように気を
付けている」が９割弱です。今後もさらに高まるように努力していきます。

だいたい できている 52 79 131

あまり できていない 12 14 26

できていない 6 7 13

自分の体力が高まるように、普段から気を付けて生活することができていますか。【体2】 いつも できている 147 167 314

だいたい できている 68 71 139

あまり できていない 15 35 50

できていない 5 2 7

1〜3年 4〜6年 全学年
ICT・集計と分析【第１回児童アンケート】
肯定的な回答が多いことから、ICT機器を学習用具として普段遣いできていること
が分かりました。１〜３年生では、否定的な回答もあるため授業を通して、ICT機
器の活用の仕方を伝えていく必要があると考えます。

パソコンをつかった授業に楽しく取り組むことができていますか。【ICT1】 いつも できている 202 201 403

だいたい できている 28 68 96

あまり できていない 3 5 8

できていない 2 0 2

パソコンを使うことは、学習の役に立っていますか。【ICT2】 役に立っている 173 221 394

だいたい 役に立っている 50 47 97

あまり 役に立っていない 10 6 16

役に立っていない 2 0 2

1〜3年 4〜6年 全学年
たてわり班活動は楽しく活動することができましたか。【特1】 いつも できている 178 187 365

だいたい できている 45 76 121

あまり できていない 5 8 13

できていない 7 4 11

★たてわり班活動の時間に、他のクラスや学年の友達とも楽しく関わることができましたか。【特2】 いつも できている 124 153 277

だいたい できている 84 93 177

あまり できていない 17 26 43

できていない 10 3 13

『みんなの日』の行事を通して、他のクラスや学年のよいところをみつけることができましたか。【特3】 できた 0 0 0

※未実施 だいたい できた 0 0 0

あまり できなかった 0 0 0

できなかった 0 0 0

クラブ活動では、他の学年と交流しながら、積極的に活動できていますか。【特4】 いつも できている 0 182 182

だいたい できている 0 72 72

あまり できていない 0 18 18

できていない 0 4 4

委員会活動では、学校のために仕事をすすんですることができていますか。※4年生は、代表委員だけ答えます。【特5】いつも できている 0 115 115

特活・集計と分析【第１回児童アンケート】 �
・たてわり班活動を楽しく活動している児童が、全体では８割を超えています。
今年度は６年生が遊びの内容を精査しながら進めており、その成果が現れて
いるのではないかと感じています。【特１】ただ、他のクラスや学年の友達とも
楽しく関わることができたかの質問では、A層B層が８割を下回っています。特
に４５６年生でのC層が１２３年生と比べて多いので、活動のめあてやふりかえ
りで異学年での交流の有無についてを確認し、異学年交流の意義を深めてい
きます。【特２】
・クラブ・委員会活動ではともに積極的に活動している児童が多いことが伺え
ます。D層の児童を含め全児童が目的意識をもって活動できるように、教員が
事前に準備をしたり児童自身でめあてを考えて活動していく必要があります。
【特４】【特５】

だいたい できている 0 73 73

あまり できていない 0 4 4

できていない 0 2 2



地域・集計と分析【第１回児童アンケート】
・地域の人と進んで関わったと回答した児童が８割以上いました。また前原地
域のことが好きな児童、地域の人との関わりの中で前原地域の魅力について
自分なりに考えをもてた児童共に８割ほどいました。このことから地域の人と
の交流によって、児童は前原地域の魅力に気が付き、親しみを持つことができ
たと考えられるので、今後も交流の機会をつくるよう努めていきます。

★前原地域のことが好きですか。【地域1】 好き 163 193 356

まあまあ好き 51 65 116

あまり好きではない 12 7 19

わからない 7 8 15

★前原小学校地域の人と進んで関わりましたか。【地域2】 関わった 104 113 217

まあまあ関わった 87 115 202

あまり関わらなかった 19 42 61

関わらなかった 20 5 25
★前原小学校地域の方と話し合う中で、前原地域の魅力（良いところ）や課題について、自分なりの
考えをもつことができましたか。【地域3】 できた 119 141 260

だいたい できた 71 88 159

あまり できなかった 28 39 67

できなかった 15 7 22


